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プ ロ セ ス レ ベ ル の 改 善プ ロ セ ス レ ベ ル の 改 善 ２

ク中、最初の２つの段階の業者を入札から除外

しようとしています。勿論、現在のアセスメン

ト質問書のバージョンでは、実施した企業の能

力判定が、客観的にかつ的確にソフトウェア業

者のレベルを判定できるという幅広いコンセン

サスは得られていませんが、ＳＥＩ（Software

Engineering Institute）や国防総省を中心に、ア

セスメント質問書の改訂作業が進められてお

り、予定では昨秋にリリースされることになっ

てます。（確認は出来ていません）

そこで今回からＷ．Ｓハンフリー氏の提唱する

プロセス・レベルの考え方を、氏の著書である

『Managing the Software Process』（邦訳：ソフ

トウェアプロセス成熟度の改善―日科技連刊）

を中心に説明していくことにします。

ハンフリー氏はソフトウェア開発企業を『成熟

度』という尺度に基づいて次の５つのレベルに

分けています。

１）Initial level （初期のレベル）

２）Repeatable Level （反復可能なレベル）

３）Defined level （定義されたレベル）

４）Managed level （管理されたレベル）

５）Optimizing level （最適化されたレベル）

ハンフリー氏がこれを発表したとき、同時にア

メリカの情報処理企業の８５％はレベル１で、

レベル２が１２％、そしてレベル３が３％しか

なく、レベル４以上の企業は見当たらないと述

べています。勿論この様な判定は困難を伴うも

ので、誰もが納得するものではありませんが、

それでも、概ねこの様な状況だと思われます。

　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

ル）に適合していないのであり、言い換えれば

消化できない状態にあるというのです。

例えば２Ｋｍしか走る力が無い人に、４２Ｋｍ

先のゴールを目指せといっても殆ど効果があり

ません。この様な場合、先ずは５Ｋｍ走破出来

るだけの体力と足腰の筋力を付け、その上で今

は４２Ｋｍではなく５Ｋｍだけ走ることの意義

を認識させる（動機付けする）必要がありま

す。こうして暫くトレーニングすることで、目

標の５Ｋｍを走ることが出来るようになるで

しょう。しかしながらこの様なトレーニングを

８回（以上）繰り返したところで、それだけで

は４２Ｋｍを走りきるだけの力はつかないで

しょう。勿論４２Ｋｍを６時間かけて走るのな

らこの方法でも可能でしょうが、３時間以内で

走りきるには、８Ｋｍ走る時にはそれ程必要と

しなかった心肺機能を格段に向上させ、筋肉疲

労の元になるアミノ酸を効率よく分解する訓練

を積まなければなりません。

ハンフリー氏はこの考え方を１

９８８年に発表しましたが、氏

それ以降「process maturity（プロ

セスの成熟度）」やそれを判定

するためのアセスメントについ

て、数多くの議論が為されてい

ます。そして昨年辺りからアメリ

カの国防総省では、ソフトウェア

開発の入札に参加する企業のレベ

ルを、この方法を使って判定し、５段階のラン

各人がスキルアップの一貫として色々な本を読

み、様々な研修会に出かけて、新しいことを身

に付けようとしても、我々の脳は、その様な新

しい活動に対して抵抗するだけでなく、一旦苦

労して新しい活動を受け入れた後も、そのこと

に注意を払うのを止めた途端に、我々を元の慣

れたパターンに戻そうとする。したがって、１

人のエンジニア（ベテランではない）がシステ

ム開発技法の研修を受けて戻ってきても、それ

を発揮することなく時間が経過することで、や

はり元の状態に戻ってしまい、後には彼は「シ

ステム開発技法」の研修を履行した、という記

録だけが残ることになります。このことは組織

として損失であるばかりでなく、本人にとって

も大きな損失です。結果的に彼は［技法］を単

に知識として得ただけのことになるのです。勿

論本人は明確にそのように意識していることは

殆ど無いのですが、彼の体がその様に覚えてし

まう。そしていつの間にか、その様な行為を空

しいものと思い込んでしまうか、自分のため

（だけ）にせっせと勉強し修得し続けることに

なるでしょう。やはり組織として動いて行かな

ければ本来の効果は出てこないのです。

「ソフトウェア・プロセス」という考え方は、

決して新しいものではありません。これまでソ

フトウェアを制作する過程、或いは現場をこう

呼んで来たし、そしてその中でどの様にすれ

ば、品質の良いフトウェアを高い生産性を維持

しながら作ることが出来るのか、ということを

関係者は考え、そして試行してきました。

Ｗ．Ｓハンフリー氏自身「プロセス」を『正し

く遂行すれば、望ましい結果を作り出してくれ

る作業（task ）の集合』と定義し、そのために

は全ての作業間の関係や、手法とツール、そし

てエンジニアのスキルの関係をバランス良く高

いレベルに維持しなければならないし、さらに

そのために訓練の仕組みを確立する必要があり

ます。

そこでハンフリー氏は、ソフトウェア・プロセ

スに『成熟度（maturity）』という尺度を持ち

込んだのです。これまで各々のエンジニアのス

キルアップを目指して、色々な教育プログラム

を用意し、実施してきたにもかかわらず、組織

としてその成果が現われてこないのは、実施さ

れた教育プログラムがその組織の状態（レベ

◆自分の人生（？）に何の光も見い出せない

状態に放置されたままの中学生にとって、他

に何が出来るというのか。同じような思いを

抱く者が身を寄せ合うのは、弱さをカバーす

るためであり、自分達の対局にいる者に対す

る憎しみの念は、自然に沸きだしてくるはず

だ。

◆１３才の少年が、自分はこの先どうやって

生きて行けばよいのか全く分からない状況

を、大人は考えてみたことがあるだろうか。

一旦規格から外れた途端に『不良品』のシー

ルを貼ってしまい、以後見向きもしないとい

う大人達の意識を、彼らは具現化しただけで

はないだろうか。このことに大人達が気付か

ない限り、具現化したモンスターは益々暴れ

回ることになるだろう。

◆沖縄で中学生の集団リンチによって死者が出

てしまった。最近は１、２か月に一度の割で、

この様なニュースが流れる。この世代の動き

は、嘗ては強者に対する反抗として校内暴力に

始まり、家庭内暴力と変化した所で、矛先が弱

者に転じられて「いじめ」となり、今は「いじ

め」の極限として『死』に至る所まで進んでい

る。もっとも今回の事件は「いじめ」ではなく

「見せしめ」の性格を持っているようだが。

◆今回の様な事件が起きると、マスコミは一斉

にその非道さ残忍さを報道し、ブラウン管の前

にいる人達の涙を誘い、心を痛めようとする。

だが１０分も経てば、同じテレビの画面から

どっかのタレントの下らない追っ掛けの映像が

流れだし、先ほどの憤りの残像が消えて行く。

一体これは何なんだ！　

続発する中学生による集団リンチ続発する中学生による集団リンチ

成熟度のレベル

ソフトウェア・プロセス

個人の努力だけでは戻される
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か
　
　
　
　
ね

暁暁
鐘鐘
のの
音音

12

に
「
失
敗
」
に
も
、
つ
ま
ら
な
い

「
失
敗
」
と
止
む
を
得
な
い
「
失

敗
」
が
あ
る
。
本
当
に
つ
ま
ら
な

い
失
敗
は
避
け
て
も
良
い
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
そ
の
真
最
中
に
そ

ん
な
判
断
は
で
き
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
つ
ま
ら
な
い
「
失

敗
」
を
減
ら
す
効
果
は
在
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
実
世
界
と
は
違
う
。
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
幾
ら
綿
密
に
考
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
所
詮

人
間
の
考
え
の
及
ぶ
範
囲
の
世
界

で
あ
る
。
「
分
か
る
」
と
言
う
こ

と
は
、
そ
の
人
が
「
分
か
っ
た
」

と
思
う
範
囲
で
分
か
っ
た
の
で
あ

り
、
実
世
界
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
絶

対
に
埋
ま
ら
な
い
。

も
う
一
つ
「
物
作
り
」
に
必
要
な

こ
と
は
「
懲
り
な
い
」
こ
と
で
あ

る
。
「
失
敗
」
が
付
き
物
で
あ
る

以
上
、
そ
の
度
に
懲
り
て
い
た
の

で
は
、
何
時
ま
で
経
っ
て
も
物
は

出
来
な
い
。
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
開
発
し
て

い
た
ソ
ニ
ー
の
木
原
信
敏
氏
は
、

当
時
の
固
定
式
ヘ
ッ
ド
で
何
度
も

失
敗
し
た
挙
げ
句
に
、
回
転
式

ヘ
ッ
ド
を
考
え
着
く
に
至
っ
た
と

い
う
。
今
で
は
回
転
式
ヘ
ッ
ド
は

常
識
な
の
だ
が
、
当
時
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
分
か
ら

な
い
と
い
う
の
は
正
に
思
念
が
及

ば
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て

木
原
氏
は
「
失
敗
を
ラ
ッ
キ
ー
と

考
え
ろ
」
と
い
う
。

先
の
本
田
氏
が
社
運
を
賭
た
マ
ン

島
レ
ー
ス
に
勝
つ
た
め
に
、
ど
う

し
て
も
一
万
回
転
の
エ
ン
ジ
ン
が

必
要
と
考
え
て
、
大
学
の
教
授
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
エ
ン
ジ
ン

の
常
識
に
外
れ
る
」
と
追
い
払
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
は
四
千
回

転
が
限
界
（
？
）
だ
っ
た
が
、
悲

し
い
こ
と
に
、
こ
れ
が
「
分
か

る
」
と
い
う
こ
と
の
本
当
の
姿
で

も
あ
る
。
そ
の
後
本
田
氏
は
自
分

で
一
万
回
転
の
エ
ン
ジ
ン
を
作
っ

て
し
ま
い
、
マ
ン
島
レ
ー
ス
を
制

覇
し
、
今
日
の
「
本
田
」
の
基
礎

を
築
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

本
田
氏
は
こ
の
間
数
知
れ
な
い

「
失
敗
」
を
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
れ
を
「
失
敗
」
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
単
な
る
途
中
経

過
と
し
か
考
え
て
い
な
い
の
で
あ

る

。

「
私
は
一
度
も
失
敗
し
た
こ
と
は

な
い
」
―
こ
れ
は
故
松
下
幸
之
助

氏
の
言
葉
で
あ
る
。
間
違
い
な
く

松
下
氏
自
身
も
、
電
球
や
ソ
ケ
ッ

ト
、
乾
電
池
等
々
で
数
限
り
な
い

「
失
敗
」
を
し
て
い
る
。
だ
が
松

下
氏
は
「
失
敗
と
い
う
の
は
、
そ

こ
で
止
め
る
か
ら
失
敗
に
な
る
」

と
い
う
。
つ
ま
り
松
下
氏
も
、

「
失
敗
」
に
「
懲
り
な
い
」
で
、

ま
た
起
き
上
が
っ
て
挑
戦
し
、
そ

う
し
て
や
っ
と
「
物
」
に
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
途
中
の

「
失
敗
」
は
単
な
る
回
り
道
で

あ
っ
て
、
「
失
敗
」
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

ソ
フ
ト
で
あ
ろ
う
と
ハ
ー
ド
で

あ
ろ
う
と
、
と
に
か
く
形
に
し

な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
。
頭

の
中
に
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

構
想
が
あ
ろ
う
と
も
、
姿
形
を

与
え
、
命
を
吹
き
込
ま
な
く
て

は

話

に

な

ら

な

い

。

ソ

フ

ト

ウ
ェ
ア
で
も
実
際
に
作
っ
て
み

て
動
か
し
て
み
る
と
、
予
想
し

な
か
っ
た
事
が
明
か
に
な
る
。

も
っ
と
使
い
や
す
い
と
思
っ
た

の

に

、

以

外

と

操

作

が

面

倒

だ
っ
た
り
、
反
応
が
遅
か
っ
た

り
、
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
使

用

環

境

か

ら

は

旨

く

使

え

な

か
っ
た
り
す
る
。
時
に
は
も
っ

と
簡
単
で
よ
い
こ
と
が
分
か
っ

た
り
す
る
。

こ
こ
で
初
期
の
成
果
を
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
止

め
て
し
ま
っ
て
は
単
な
る
「
失

敗
」
の
記
録
と
な
っ
て
残
っ
て
し

ま
う
だ
け
で
あ
る
。
短
い
サ
イ
ク

ル
で
ど
ん
ど
ん
改
良
し
て
行
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
使
え
る
も
の
と
な

る
の
で
あ
る
。

最
後
に
本
田
氏
の
言
葉
を
一
つ
。

『
何
で
も
い
い
か
ら
、
お
釈
迦

な
っ
て
も
い
い
か
ら
、
作
る
こ
と

だ
ね
。
も
っ
た
い
な
い
よ
う
だ
け

ど
、
捨
て
る
こ
と
が
、
一
番
巧
妙

な
方
法
だ
ね
。
捨
て
る
こ
と
を
惜

し
ん
で
い
る
奴
は
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
で
き
な
い
ね
。
物
を
苦

労
し
て
作
っ
た
奴
ほ
ど
強
い
奴
は

な
い
ね
。
物
を
作
っ
た
こ
と
が
な

い
奴
は
、
皆
だ
め
だ
ね
』
（
最
後

の
対
談
よ
り
）

『
こ
わ
い
の
は
失
敗
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
失
敗
を
恐
れ
て
何
も
し

な
い
こ
と
だ
』
―
こ
れ
は
昨
年
亡

く
な
っ
た
本
田
宗
一
郎
氏
の
言
葉

で
あ
る
。
殆
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

は
、
こ
の
こ
と
は
「
理
屈
」
で
は

分
か
っ
て
い
る
が
、
本
当
の
所
は

分
か
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
今
の

若
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
頭
の
中
に
あ

る
「
失
敗
」
に
対
し
て
、
「
取
り

返

し

の

付

か

な

い

も

の

」

、

「
や
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
本
田
氏

の
言
う
「
失
敗
」
と
違
う
。

子
供
の
時
か
ら
「
失
敗
」
す
る
こ

と
を
避
け
な
が
ら
育
っ
て
き
た
人

達
に
と
っ
て
、
「
失
敗
」
は
し
た

く
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
失
敗
」

に
は
触
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
「
失
敗
」
そ
の
も
の
を
体
験

し
て
い
な
い
か
ら
、
失
敗
の
悔
し

さ
や
、
つ
ら
さ
を
本
当
は
知
ら
な

い
。
そ
れ
ら
は
み
ん
な
頭
の
中
で

考
え
て
い
る
だ
け
で
、
不
安
と
接

着
し
た
状
態
で
「
失
敗
」
を
忌
み

嫌
っ
て
い
る
。

だ
が
「
物
作
り
」
に
「
失
敗
」
は

不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。
一
発
で

世

の

中

に

受

け

入

れ

ら

れ

る

「
物
」
が
作
れ
る
と
考
え
る
方
が

お
か
し
い
と
思
う
べ
き
だ
。
確
か

「There is only the morning in all thinngs.」　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イギリスの諺）

朝―それは単に朝、昼、夜の朝というだけではない。『朝こそ全

て』というのである。休日ということで朝寝坊して１０時や昼前に

起きたときは、顔を洗って食事（朝食？）を摂って、一息付くと、

もう空には夕焼けが広がっている。充足感も何も無しに、ただ溜息

と共に一日が終わってしまう。

逆に、朝を活かすかどうかで、その日一日が決まってしまう。平日

の朝ギリギリに起きて、急いで家を飛び出して電車に飛び乗る。そ

こで窮屈な思いをしながら新聞に目を通し、主な題目に一通り目を

通したところで会社に辿り着く、というのと、３０分早く起きて家

を出る前に新聞を読み、寿司詰めの電車の中では今日の仕事の段取

りを考え、会社に着いたところで直ちに活動を開始するのとでは、

その人の立場によっては大きな差となってくる。たった３０分しか

違わないのに、一つの仕事を終え、その後次々と仕事を流して行く

ことが出来る。僅か３０分でも、一歩先んじることによる『差』な

のです。

「通勤電車の中で新聞を読んでいる管理職は、絶対に役員にしな

い」―これはある会社の社長の言葉ですが、この人は管理職を見定

めるために毎朝電車で出社するという。

失
　
敗
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